
◆ 昭和53年生まれ ４０歳
◆ 熊本生まれ、熊本育ち

飽田町砂原（現・熊本市南区）出身
藤園中学校 ／ 熊本高校 卒業

◆ 東京大学法学部 卒業
◆ 元財務省主計局主査
◆ 2017年衆議院議員総選挙候補者
※熊本2区で62,575票を得るも、落選

【熊本事務所】熊本市南区田迎５－１－３０【玉名事務所】玉名市中１６７５－１（１階裏口）
（TEL）０９６－３７９－６０７９ （TEL）０９６８－８２－８０５１
（FAX）０９６－２７３－８５０６ （FAX）０９６８－８２－８０７１
（Email）info@daisukenishino.com

西野だいすけ通信 第12号討議資料

皆さま、こんにちは。2017年衆議院議
員選挙候補（次点）の西野だいすけです。
この度は、本誌を手に取っていただき、
ありがとうございます。
前号から、３回に渡り、ふるさと熊本
について考えます。２回目の今回は、
「目指せ！農林水産王国、熊本」です。

令和元年8月発行

（太翔会（西野だいすけ後援会）発行）

熊本の新しい力

西野だいすけ通信
第12号（ふるさと熊本編②）

０． 前号のおさらい（＝熊本の課題）

40歳

HP 

西野だいすけの選挙区（熊本２区）

熊本市（西区、南区）、 荒尾市、 玉名市、
玉名郡（玉東町、和水町、南関町、長洲町）

 熊本は、出生率、子どもの割合ともに、全国４位
 にもかかわらず、熊本の人口減少率（19％）は、全国平均（16％）
を下回り、今後40年間で約２割減少

 人口減を食い止めるためには、他県への人口流出を減らす必要
 働き世代のUターンや他県からのIターン（移住）を増やす必要

目指せ！農林水産王国、熊本

さらば！渋滞王国、熊本

海苔やみかん、トマトなど、農産品の一大産地、熊本。加えて、多様な観光資
源などの特色を活かし、 熊本の経済を支える基幹産業を大きく育てます。

「渋滞王国」とも揶揄される熊本。渋滞の解消を含め、子育てしやすい環境やコンパクトシ
ティなど、住みやすいまちづくりを強力に推し進めます。

夢其の壱

夢其の弐

私は、これらを踏まえ、二つの夢を掲げます。
今回は、一つ目、熊本の経済を支える基幹産業についてです。



卸売業

運送業

製造業

１．目指せ！農林水産王国、熊本

⚫ 基幹産業とは、地域の経済全体を支える産業のことです。
⚫ 農業に限らず、観光やエネルギーなど熊本の特色を活かした産業を大きく育て

ることによって、他の業界にも波及効果をもたらし、熊本の経済全体を大きく
するとともに、若者にとって魅力のある働く場を増やすことが重要です。

（１）基幹産業とは・・・

農業生産額

UP

✓ 農産品を消費者に届ける必要
✓ 関連する機械や資材の需要増

U
P

県内総生産

雇 用
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他の業界にも波及

（２）熊本の農林水産業

順位 都道府県 兆円

1位 北海道 1.28

2位 鹿児島県 0.50

3位 茨城県 0.50

6位 熊本県 0.34

順位 都道府県 兆円

1位 北海道 0.57

2位 茨城県 0.20

3位 鹿児島県 0.18

5位 熊本県 0.13

①農業産出額 平成29年 ②生産農業所得 平成29年

⚫ 熊本は、農業産出額、生産農業所得ともに全国上位の農林水産大国です。
⚫ 個別の品目でも、トマトやスイカは全国1位、なす2位、海苔の養殖4位と熊本の
農林水産業は、日本の食を支えています。

トマト 1位 なす 2位

ミニトマト 1位 みかん 3位

すいか 1位 イチゴ 3位

海苔の養殖 4位 メロン 3位

③熊本が生産全国上位を占める
主な農産品 平成29年

⚫ 一方、熊本の農林水産業は、担い手の確保や所得の安定化など、多くの課題に
直面しています。

⚫ 農林水産業を持続可能なものにするとともに、熊本の基幹産業へと大きく発展
させるため、以下の施策を実現します。

（３）熊本の農林水産業の更なる成長に向けて
【出典】農林水産省HP

担い手の確保 成長産業化⇒所得の増大

（1）新規就農の促進
• 農村体験の機会の拡充
• マッチング促進

（2）外国人実習制度の改善
• 仲介制度の検討
• 受入期間の再検討

（3）AIやICTの研究・活用

（4）６次産業化・高付加価値化の推進
• ブランディングの強化
• 経済界と農業界の連携促進
• 農業の観光資源化

（5）輸出拡大
• ブランディングの強化
• 有望市場の開拓
• 認証基準（GAP等）の導入促進
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２．西野だいすけの何でも挑戦してみよう！

【第6弾】介護福祉士の補助

昭和53年9月22日、熊本県飽託郡飽田町砂原（現・熊本市南区砂原町）生まれ。飽
田東保育園卒園、熊本市立城東小学校、藤園中学校、熊本県立熊本高校、東京大学
法学部卒業。平成15年財務省入省。米国コロンビア大学公共政策大学院修了後、大
臣官房秘書課課長補佐、復興庁参事官補佐、主計局主査などを経て、平成28年4月、
財務省退官。平成29年10月、第48回衆議院議員総選挙に熊本2区から出馬。62,575票
を得るも、落選。現在、次なる戦いにむけて、精力的に活動中。

西 野 だいすけ プロフィール

西野だいすけニュース⑤【同志議員誕生】

今春、統一地方選挙が行われ、西野だ
いすけ事務所が支援させていただいた同
志議員が多数誕生いたしました。皆さま
からの力強いご支援、ありがとうござい
ました。これからも、同志議員とともに、
政治活動に励みます。

【ご参考】今回誕生した同志議員
⚫ 前田けいすけ県議（荒尾市区選出）
⚫ 城戸あつし 県議（玉名市区選出）
⚫ 北川はじめ 市議（西区選出）
※県議、熊本市議のみ記載

６月下旬、天明地区の社会福祉法人で、
丸一日、介護福祉士のお手伝いをさせてい
ただきました。
最初に、介護の基本についてレクチャー

を受けた後、
① 食事の補助、
② レクリエーションのお手伝い、
③ おやつ作りのお手伝い、
など介護福祉士の多様な仕事を経験させて

いただきました。現場の皆さまの粘り強く
もシャキシャキとしたプロの仕事に、また、
献身的な姿勢に感銘を受けました。
最後に、複数の職員の方と意見交換をさ

せていただきました。
私は、介護制度を持続可能なものにして

いくためには、
⚫ 経営をどう安定化させるか（補助金の
質と量の観点）

⚫ 人手不足をどう克服するか（賃金の適
正化、外国人研修生、ICTやAIの活用）

⚫ 介護の質をどう担保するか（右上へ）

（左下から）の３つの課題について取り組
んでいく必要があると思います。現場の皆
さまから忌憚のないご意見を聞かせていた
だくことができ、大変勉強になりました。



３． 政治活動ハイライト（2018年12月～2019年7月）

①玉名市で消防団夜警に参加 ②飽田地区の戸別訪問後の様子 ③田迎南校区での懇親会

④南関町後援会立上げ ⑤熊本城マラソンに参加 ⑥和水町三加和地区の蛍祭りに参加

⑬ミニ集会の様子 ⑭熊本城の石垣清掃に参加 ⑮辻立ちの様子

⑩松尾地区での懇親会 ⑪力合西校区での懇親会 ⑫長洲町での懇談会

⑦後援会女性部「一心会支部」立上げ ⑧辻立ちの様子 ⑨荒尾市での懇談会


